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皮膚科 領域 におけ るAminbsidineの 治験

谷奥喜平 ・藤田慎一 ・徳丸伸之 三好 薫

岡山大学皮膚科

(主任:谷 奥喜平教授〉

Anewoligosaccharideantibioticで あるAminosidine

(AMD)に ついて,試 験管内抗菌力,既 知化学療法剤と

の交叉耐性,血 中濃度,皮 膚濃度,臨 床成績について検

討 したので以下に報告する。

1.試 験管内抗菌力 ・既知化学療法剤との交叉耐性

当科外来の膿皮症(主 として深在性)か ら採取 したコ

アグラーゼ陽牲ブ菌77株 に対する本剤の抗菌力を平板

稀釈法で検索 した。培地はハー ト イソフユージョン寒

天(ニ ッサ ン)を 用い,菌 はブレイソ・ハー ト・イソフ

ユージョンDifcoに20時 間培養 した もの1白 金耳を

劃線塗抹 し,24時 間後 に 判定 した。 同時 にKana-

mycin(KM),Fradiomycin(FRM)の 抗菌力も判定 し

た。最小発育阻止濃度(MIC)の 分布を一括 して表に掲

げる(表1)。AMDはKM,FRMと ほぼ同様の抗菌

力を示し,大 半はMICがO・78mcglm1以 下にある。

AMDでMICが100mcg/ml以 上を示 した4株 に つ

き,既 知化学療法剤のKM,SM,FRMと の交叉耐性

をみると表2の ごとくである。

江 血中濃度 ・皮膚濃度

健康成人5名 に本剤350mgを 筋 注し,その後の血中濃

度の推移を重層法によつて測定した。試験菌株は ε∫ψ.

aureusFDA209P株 を用いた。 結果は表3お よび図1

に掲げる。 ピークに達するのは30分 目で,平 均値でみ
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図lAMD血 中濃度(350mg筋 注)健 康成人平均
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ると,15分 目10.26mcg/mi,30分 目12・04mcg'㎡,

1時 間 目10.28mcg/ml,2時 間 目7.57mcglm1,3時

間 目3.27mcgJml,5時 間 目1.24mcg/mlで あ る。

次に体重約2kgの 家兎3羽 に本剤50mgを 筋注し,

その後の血中濃度および皮窟濃度の推移を同様な方法を

用いて測定 した。結果は表4,i表5に 掲げる。血中濃度

は30分 目に最高であつた。皮慮濃度は1時 間目に最高

値を示 した。なお抽出時の本剤の皮膚結合率はほぼ0で

あつた。

互∬・ 臨 床 成 績

皮膚形成外科の分野で手術後の感染予防の目的で使用

表2既 知化学療法剤との交叉耐性
表4AMD血 中濃度(50mg筋 注)約2kgの 家兎
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表5AMD皮 膚濃度(50mg筋 注)約2kgの 家兎 表6AMDの 臨床成績(そ の1)
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した結果を表6に 掲げる。いずれも経過は順調で副作用

(GOT,GPT,PSP,Urea-N,聴 力に対する影響)は なか

つた。
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瘡1例,腓 抵腫の2次 感染1例,感 染性粉瘤1例 の計

13例 に使用 した。膿皮症の起炎菌はほとんどブ ドウ球

菌であり,わ れわれは上記疾患の治療に際 し,ブ ドウ球
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菌の感染症を対象としていると考えてさしつかえない。

その結果を表7に 掲げる。判定は4日 目を境とし,4日

以内に著効を呈したものを(什),4鼠 以内に有効 と認め

表7AMDの 臨床成績(そ の2)
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られたものを(什),4日 以内にやや有効のものを(十),

無効を(一)と した。

IV.ま と め

1)ブ ドウ球菌に対す るAMDの 試験管内抗菌力は

KM,FRMと ほぼ同様であり,77株 中43株 がMIC

が0.78mcg/m1で あつた。

2)77株 中4株 がMlcが100mcglm1以 上 を示

し,こ れ らはKM,SM,FRMに 対 しても高度耐性を

示 した。

3)健 康成人および家兎の血中濃度は30分 目に最高

値を示 した。

4>家 兎皮膚濃度は1時 間目に最高値を示 し,抽 出時

の皮膚結合率はほぼ0で あつた。

5>臨 床成績は良好であつた。

USE OF AMINOSIDINE IN DERMATOLOGY

KIHEI TANIOKU,  SCHINICHI FUZITA,  SCHINZI  TOKUMARU & KAORU  MIYOSCHI 

                Dep. of Derm., Okayama Univ. Med. Sch. 

 (Director: Prof. KIHEI  TANIOKU)

 Aminosidine (AMD) was studied experimentally and clinically. The following data were obtained. 
  1) In vitro antibiotic  activity: 

The sensitivity to AMD of 77 strains of coagulase positive Staph. aureus obtained from pyodermas (chiefly 
deeper) was studied with plate dilution method. MIC  was  �0.39 against 16, 0.78 against 27, 1.56 
against 14, 3.13 against 14,  6.25 against 1, 12.5 against 1 and 100  mcgiml  <against 4 strains. The 4 
strains resistent to 100  mcg/mI of AMD, 3 resisted 100  mcg/ml of KM, SM and FRM, but the other 
did the same MIC of SM and 25  mcg/m1 of KM and FRM. 

 2) The serum levels were followed after intramuscular injection  of 350 mg of AMD in 5 persons. 
The mean values at 15, 30 minutes, 1, 2, 3 and 5 hours were 10.26, 12.04, 10.28, 7.57, 3.27 and 1.24  nice 
ml. After intramuscular injection of 50 mg of AMD in 3 rabbits the skin and serum concentrations 
were most dense at 30 minutes and 1 hour. 

 3) Clinical  evaluation  : AMD was used in 13 cases of skin  infection. Of these, 11 cases showed 
beneficial results. The drug was tried for the prevention of postoperative infection in 10 cases at skin 
surgery. A good preventive effect was obtained.




